様式第13号
　　年　月　日

公益財団法人山形県産業技術振興機構

理 事 長　　木　村　　和　浩　　殿
（助成事業者）
住所又は所在地

氏名又は名称

及び代表者氏名　　　　　　　　　　　　　　(印)
令和２年度やまがた産業技術振興基金による助成金交付事業（研究開発支援事業）

に係る事業化状況報告書

年　　月　　日付け産技振第　　号により交付決定の通知を受けた標記事業について、令和２年度やまがた産業技術振興基金による助成金交付要綱（研究開発支援事業）第20条の規定に基づき、別紙のとおり報告します。

様式第13号【別紙】
助成金の事業化等状況報告

（　　年３月３１日現在）
助成事業者名：　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
助成事業計画名：　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
助成事業期間：　　　　　年　　月　　日から　　　　年　　月　　日まで

１  助成事業の状況

【事業化の状況(1)～(4)のいずれかに○をつけて、該当する概要等を記入すること】

	事業化の状況
	概　　　要　　　等

	(1) 

事業化した

【事業化の定義】

商品化等の形で助成事業の成果が企業の営業活動に生かされる状態に至ること。
	①事業化した商品等の具体的な名称と内容

名称：

内容：

※事業化された商品の写真又はカタログがありましたら添付ください。

　写真はデータをメールでお送りいただいても結構です。

　写真のデータ形式は問いません。

※提出いただいた写真・カタログは当機構又は関係機関により事業成果として

一般に公開される場合がありますので、あらかじめご了承いただきますようお願いいたします。

②事業化の時期

【商品の販売やサービス等の開始年月を記載すること。

複数の商品・サービス等を事業化している場合は、適宜行を追加し、商品・

サービス等ごとに記入してください。】

　　　　　年　　月　　（名称：　　　　　　　　　　　　　　）

　　　　　年　　月　　（名称：　　　　　　　　　　　　　　）

　　年　　月　　（名称：　　　　　　　　　　　　　　）

③売上状況

【最初に事業化した年度から当該商品・サービス等の年度ごと・商品ごとの売上状況を記載すること。

複数の商品・サービス等を事業化している場合や記入欄が足りない場合は、適宜行を追加すること。】

　　　年度

　　名称

　　売上高　　　　　　　　円

（販売単価　　　　　　　　円×販売数量　　　　　　　）

　　　年度

　　名称

　　売上高　　　　　　　　円

（販売単価　　　　　　　　円×販売数量　　　　　　　）

　　　年度

　　名称

　　売上高　　　　　　　　円

（販売単価　　　　　　　　円×販売数量　　　　　　　）

④事業化後の状況

【当該商品・サービス等の改良等の取組み等、その他参考となる状況があれば記載すること。】



	(2) 

事業化に向けて取り組んでいる
	①事業化に向けて取り組んでいる具体的な商品やサービス等の名称と内容

名称：

内容：

　

②事業化の見込み（目標）年月

　　年　　月
③現在の取り組み状況

【進捗状況と今後の予定を簡単に記載すること。】



	(3) 

事業を中止した
	①事業を中止した年月と理由

　　　　　年　　月

　理由：

②事業を中止又は廃止した時までの実績、成果等

【中止時までの取組状況、及び関係する成果等があればその概要を記載する

こと。】

③今後の見込み



	(4) 

その他
	①具体的な内容

②今後の見込み




２　その他の助成事業の効果

【１で記した状況の他に、経費削減、会社ＰＲ、従業員確保等、助成事業を行った効果がある場合等、その内容と根拠を記載すること。】

